
 

 

～美ら島の未来を拓く～沖縄総合事務局 

定例記者会見（ 10 月 ） 
    

 

日時：令和 2 年 10 月 15 日（木）10:30～ 

場所：沖縄総合事務局 1Ｆ 共用会議室 AB 

 

【発表事項】 

 

１．首里城火災から１年を迎えて（沖縄総合事務局長コメント） 

 

２．「ツーリズム EXPO ジャパン 2020」旅の祭典 in 沖縄が開催されます 

～年に一度の世界最大級の旅の祭典、沖縄初開催～ 

 

３．「ResorTech おきなわ国際ＩＴ見本市」に出展します 

    ～最新テレワーク・ワーケーションをご紹介～  

 

４． Go to 商店街事業の募集について 

     

５． 沖縄における Go to Eat キャンペーンの開始について 

     

６． 琉球伝統芸能の披露について 

 

 

   出席者   沖縄総合事務局 

    局  長       吉 住 啓 作 

    次  長       前 津 盛 和 

    総務部長       上 村 秀 紀 

        農林水産部長      玉 原 雅 史 

    経済産業部長     本 道 和 樹 

    総務部調査企画課長  大 山 研 次 

    運輸部国際観光調整官 野 原 広 邦 



令 和 ２ 年 １ ０ 月 １ ５ 日                        

～ 美 ら 島 の 未 来 を 拓 く ～ 

内 閣 府 沖 縄 総 合 事 務 局 

 

 

 

 

 

ツーリズム EXPO ジャパンは、国内・海外の観光地が集結する年に一度の旅の祭典で

す。本年は各国・地域、また日本国内の観光産業関連事業者の市場回復に向け、感染リ

スク防止への万全の対策のもと、「旅のチカラ」で日本、世界を元気にする観光需要回復

の最大のイベントとして、様々な情報の発信を行います。 

 

 

 

開催名  ツーリズム EXPO ジャパン 旅の祭典 in 沖縄 

 

会期  2020 年 10 月 29 日（木）～ 11 月 1 日（日） 

※ 2020 年 10 月 29 日（木）、30 日（金）は業界関係者 

の商談会のため、一般の方は入場できません   

 

場所  沖縄コンベンションセンターならびに周辺施設 

 

主催    公益社団法人 日本観光振興協会 

一般社団法人 日本旅行業協会（JATA） 

日本政府観光局（JNTO）  

 

特別協力   一般社団法人全国旅行業協会 (ANTA)   

 

お問い合わせ  ツーリズム EXPO ジャパン推進室（受付時間：平日 9:30〜17:30） 

電話番号：03-5510-2004   

「ツーリズム EXPO ジャパン 2020」旅の祭典 in 沖縄が開催されます 

～年に一度の世界最大級の旅の祭典、沖縄初開催～ 
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令和２年１０月１５日 
～美ら島の未来を拓く～ 
沖 縄 総 合 事 務 局 

 

「ResorTech おきなわ国際ＩＴ見本市」へ出展します 
～最新テレワーク・ワーケーションをご紹介～ 

 
内閣府沖縄総合事務局では、沖縄での長期滞在型テレワーク・ワーケーションの誘致を推

進しています。沖縄県内でのテレワーク施設の整備を支援するとともに、テレワーク・ワー

ケーション施設を紹介するポータルサイト「その仕事は沖縄で」を構築し情報発信を行って

います。 

このたび、１０月２９日～１１月１日に開催される「ResorTech おきなわ国際ＩＴ見本市」

に出展し、県内のテレワーク・ワーケーション施設を紹介します。観光関連事業者や一般来

場者に対し、沖縄でのテレワーク・ワーケーションの魅力を発信します。 

 

 
１．日時：令和２年１０月２９日（木）～１１月１日（日） １０：００～１８：００ 
                   （１０月２９日のみ１５：００～１８：００） 
      
２．場所：沖縄コンベンションセンター 展示棟 
    （ツーリズムＥＸＰＯジャパン２０２０旅の祭典ｉｎ沖縄 会場内） 

 
３．内容：沖縄県内（本島・離島）に約４０カ所あるテレワーク・ワーケーション施設の 
     情報を、施設事業者とともにＰＲを行う。 

     具体的には、ブース内において、パンフレット配布、テレワーク体験コーナー、 
テレワーク施設とのオンライン交流、またテレワーク・ワーケーション施設の 
人気投票を行い、来場者とのコミュニケーション創出及びニーズ調査を行う。 

 
（参考）テレワーク施設検索ポータルサイト「その仕事は沖縄で」  

（https://tele-okinawa.go.jp/） 
 
 
【問い合わせ先】 
沖縄総合事務局経済産業部商務通商課 鶴見、鈴木、上里 

TEL：０９８－８６６－１７３１ 

https://tele-okinawa.go.jp/


ResorTech おきなわ国際IT見本市2020出展
その仕事は沖縄で～最新テレワーク・ワーケーションをご紹介~

日時：2020年10月29日（木）～11月1日（日）
※関係者：29日・30日/一般来場：31日・1日

時間：10月29日 15:00-18:00
10月30日～11月1日 10:00-18:00

会場：沖縄コンベンションセンター 展示棟
（ツーリズムＥＸＰＯジャパン２０２０
旅の祭典ｉｎ沖縄 会場内）

主催：内閣府沖縄総合事務局
（担当：経済産業部商務通商課）

・沖縄総合事務局では、沖縄での長期滞在型テレワーク・ワーケーションの誘致を推進。
沖縄県内でのテレワーク施設の整備を支援するとともに、テレワーク・ワーケーション施設を
紹介するポータルサイト「その仕事は沖縄で」を構築し、情報発信を行っている。
・「ResorTech おきなわ国際ＩＴ見本市」に出展し、観光事業者や一般来場者に対し、
県内（本島・離島）に約４０カ所あるテレワーク・ワーケーション施設のＰＲを行う。
一般来場の2日間は、施設事業者も一緒になってPRを行う予定で、事業者同士の連携
強化にもつなげて行く。

沖縄総合事務局ブース

【展示内容】
・パンフレット配布
・テレワーク体験コーナー
・テレワーク施設とのオンライン交流
・テレワーク・ワーケーション施設の人気
投票を行い、来場者とのコミュニケーショ
ン創出及びニーズ調査を実施。

ポータルサイト「その仕事は沖縄で」（https://tele-okinawa.go.jp/ ）

https://tele-okinawa.go.jp/




 令和２年１０月１５日 

  ＧｏＴｏ商店街事業の募集について 

沖縄総合事務局経済産業部 

 

１．募集期間 

 先行募集：対象期間：令和２年 10 月 19 日（月）～11 月 30 日（月）に開始する事業 

募集期間：令和２年 10 月２日（金）～10 月 30 日（金）    

通常募集：対象期間：令和２年 12 月１日（火）以降に開始する事業 

       募集期間：令和２年 10 月 30 日（金）～ 

  ※いずれも令和３年２月 14 日(日)までに事業終了するもの 

 

２．対象事業者：①法人格を有する商店街振興組合、事業協同組合、商工会等の組織 

②民間事業者等（中小企業に限る） 

③その他法人化されていない上記①に類する組織 

 

３．対象事業： 

①地元の商店街の良さを再認識するきっかけとなるような商店街イベント等 

②地域の良さ再発見を促すような新たな商材の開発やプロモーション制作 

 

４．上限額：300 万円×申請者数 

  ※２者以上で連携する場合、500 万円追加 

  ※１申請あたりの上限額、1,400 万円 

 

５．詳細・申込：経済産業省ホームページ（事務局ホームページは 10 月 15 日開設予定） 

https://www.meti.go.jp/covid-19/goto-shoutengai/index.html 

    

６．お問い合わせ先 

Go To 商店街事務局 電話：03-5544-7613 

経済産業省が実施する GoTo 商店街事業は、３密対策等の感染拡大防止対策を徹底

しながら、商店街等がイベント等を実施することにより、周辺地域で暮らす消費者や

生産者等が「地元」や「商店街」の良さを再認識するきっかけとなる取組を支援する

ものです。 

Go To 商店街事務局では、10 月２日から、イベント等を実施する商店街等の先行募

集を実施しております。 

https://www.meti.go.jp/covid-19/goto-shoutengai/index.html










  令和２年１０月１５日 

 

沖縄におけるＧｏＴｏＥａｔキャンペーンの開始について 
 

沖縄総合事務局農林水産部 

 

農林水産省によるＧｏＴｏＥａｔキャンペーン事業のうち、オンライン予約

サイト経由で登録飲食店を予約、来店した消費者に対しポイントを付与する事

業については、既にぐるなび、食べログなどを運営する13事業者が採択され

ており、10月１日からスタートしています。 

また、沖縄におけるプレミアム付食事券発行事業については、10月1日に

JTB沖縄、沖縄銀行、沖縄ファミリーマート、４商工会議所、商工会連合会で

構成する共同事業体等が採択され、昨日、事業概要や食事券の販売・利用開始

時期等について公表されました。 

 

別紙１：Go To Eatキャンペーン公式サイト：https://gotoeat.maff.go.jp/ 

 別紙２：オンライン飲食予約登録希望店舗の参加条件 

https://gotoeat.maff.go.jp/business_person/ 

 別紙３：Go To Eatキャンペーンおきなわ食事券の事業概要 

   

【県内食事券発行事業に関するお問合せ先】 

Go To Eatキャンペーンおきなわ専用ホームページ（10月19日開設予定） 

https://gotoeat.okinawa.jp/         ※追ってコールセンターを設置予定 

 

【Go To Eatキャンペーン全体に関するお問合せ先】 

Go To Eatキャンペーン コールセンター 

0570-029-200 (050-3734-1523)（受付 10:00～17:00） 

※土日祝を含む。ただし、12/29-1/3は除く。 

https://gotoeat.maff.go.jp/
https://gotoeat.maff.go.jp/business_person/
https://gotoeat.okinawa.jp/


キャンペーンコールセンター

事業概要

０１ ０２
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（別紙１）
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参加事業者一覧
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キャンペーンを

ご利用いただく皆様へ
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よくあるご質問
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令 和 2 年 10 月 15 日 

内閣府沖縄総合事務局 

 

「琉球伝統芸能」の披露について 

かつて琉球王国だった沖縄は、中国や日本、東南アジアの影響を受

けながら、独自の芸能、文化を育んできました。こうした独自の文化

の保全継承や新たな文化創出のための担い手育成、文化活動を支える

基盤形成は国の沖縄振興の重要な方針の一つとなっています。 

このような中、沖縄県立芸術大学の山内昌也教授は、琉球王国時代

の高貴な「うとぃいむち（おもてなし）」を甦らせることを理念に、一

般社団法人を立ち上げ、小空間少人数を基にした上質な琉球芸能を提

供する事業や人材育成に取り組んでいます。その独特な空間作りが評

価され、同団体は今年 10月に、暮らしや産業に貢献した優れたデザイ

ンに贈られるグッドデザイン賞を古典芸能分野で初めて受賞しました。 

また同団体は、首里城への思いを共有し形を残そうと県等が企画し

た首里城破損瓦の利活用アイディア事業に採択され、破損瓦を配合し

たコンクリートパネルを制作し、その上で琉球古典音楽を披露するプ

ロジェクトにも取り組んでいます。 

今般、これら取組紹介のため代表理事の山内昌也氏が沖縄総合事務

局を訪問し、「琉球伝統芸能」である歌三線と琉球舞踊を披露します。

また、あわせて前述の首里城破損瓦の利活用において制作したコンク

リートパネル「Ｕｎａ－（御庭
う な ー

）」のお披露目を兼ねて作品の展示を行

いますので、併せてお知らせいたします。 

 

１ 琉球伝統芸能の披露 

（１） 日 時：令和 2年 11 月 4日（水）  

16：00～16：20   （歌三線） 

       令和 2年 11 月 6日（金） 

         12：10～12：30   （歌三線と演舞） 

  

琉球王国時代の高貴な「うとぃいむち（おもてなし）」を甦らせるこ

とを理念に活動する琉球伝統芸能デザイン研究室が、取組紹介のため沖

縄総合事務局を訪問し、歌三線と琉球舞踊を披露します。 

 



 

（２）演 者：山内 昌也（やまうち まさや） 

           琉球伝統芸能デザイン研究室代表理事  

沖縄県立芸術大学教授（歌三線） 

 琉球古典音楽野村流音楽協会師範 

 琉球古典音楽湛水流保存会師範 

 沖縄県指定無形文化財（沖縄伝統音楽 

湛水流）保持者 

 （11 月 4日、11 月 6日） 

 

西村 綾織（にしむら あやの） 

玉城流喜納喜利の会師範 

琉球伝統芸能デザイン研究室演者会員 

  （11 月 6日のみ） 

 

 

 

（３）場 所：沖縄総合事務局 1階行政情報プラザ 

       （那覇市おもろまち 2-1-1）  

（４）取 材：可 

 

 

２ パネル（舞台）「Ｕｎａ－（御庭
う な ー

）」の展示 

（１） 展示期間： 

令和 2年 11 月 4日（水）～6日（金） 

（２） 開催場所： 

沖縄総合事務局 1階行政情報プラザ 

  （那覇市おもろまち 2-1-1） 

 

 

 

 

 

 

【本件問合せ先】 

内閣府沖縄総合事務局総務部 

調査企画課（仲間、漢那） 

ＴＥＬ：０９８－８６６－００４７ 

 

琉球古典音楽をパネル上で演奏する
風景（於:玉陵） 



（別紙）プログラム等 
 

■演目 

１．琉球古典音楽「稲まづん節」(んにまづぃん ぶし) 

   稲の豊作を祝う歌。 

２．琉球古典音楽「ヂャンナ節」(ぢゃんな ぶし) 

  首里にある守礼門と中山門。関の形はしていても、戸を閉じることはない。 

安泰。 

３．琉球古典音楽「ごえん節」(ぐいん ぶし) 

   兄弟の縁は嬉しいもの。会って楽しむ歌。 

 

■演者プロフィール 

琉球古典音楽（歌三線）山内 昌也(Yamauchi Masaya)プロフィール 

○ 沖縄県立芸術大学教授。琉球古典音楽野村流音楽協会師範。琉球古典音楽湛水

流保存会師範。沖縄県指定無形文化財「沖縄伝統音楽湛水流」保持者。一般社

団法人琉球伝統芸能デザイン研究室代表理事。 

○ 琉球古典音楽の演奏表現空間研究を盛んに行っており、琉球伝統芸能「美の世

界」シリーズでは、「1×1」(歌三線 1 名×琉球舞踊 1 名)による小空間・少人数・

高品質な“うとぅいむち”(おもてなし)を行っている。また、琉球古典音楽「渓

の響」シリーズでは、歌三線 1 名による演奏表現を行っている。 

○ 沖縄県沖縄市出身。沖縄県立芸術大学卒業。同大学院修了。 

 

琉球古典舞踊 西村 綾織(Nishimura Ayano)プロフィール 

〇 玉城流喜納喜利の会師範。一般社団法人琉球伝統芸能デザイン研究室演者会員。 

〇 様々な琉球舞踊の演目をこなし、女流による組踊表現活動も行っている。 

他ジャンルとのコラボレーションも盛んに行っている。 

〇 南城市佐敷出身。沖縄県立芸術大学卒業。同大学院修了。 

 

■一般社団法人琉球伝統芸能デザイン研究室® 

活動概要：「琉球伝統芸能の新しいカタチとデザイン」をコンセプトとした、琉球

伝統芸能によるイノベーションを図る。沖縄県立芸術大学や琉球芸能団

体との連携による人材育成や事業展開を行う。  

代表理事：山内 昌也(沖縄県立芸術大学教授) 

理  事：高良 倉吉(琉球大学名誉教授・文学博士) ほか 


